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研究成果の概要（和文）：自然言語のテキストには事実のみではなく、書き手にとって真偽が不

明な情報や、反事実的な仮定など偽であることが明らかな情報も含まれる。この研究では、機

械による情報の確実性判断の基盤とするため、様相・条件・否定表現などの言語学的な分析に

基づき、人間が普段情報の確実性を認識するのに利用しているテキストの意味特性をアノテー

ション（タグ付け）するスキーマを設計し、それに基づいてアノテーション済みコーパスを構

築した。 
 
研究成果の概要（英文）：Texts in natural language contain not only factual assertions but 
also uncertain information, such as speculations, inferences and hypothetical thoughts.  
With the aim of developing a general automatic system of certainty recognition, we 
designed an annotation schema to describe semantic features of modal, negative, 
conditional expressions and their scopes. We constructed an annotated corpus from 
Japanese news articles based on the schema. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 自然言語のテキスト中で記述される命題に

は、次の例に見られるように、事実（ここで

は「書き手にとって真である命題」の意）以

外にも、書き手にとって真偽が不明なものや、

偽であることが明らかである命題がある。 
 
(1) 昨日、県内で新型インフルエンザが発生

した。（事実） 
○ ○新聞が昨日県内で新型インフルエ

ンザが発生したと報じた。（伝聞） 
(2) 昨日県内で新型インフルエンザが発生

したようだ。/ (b) 昨日県内で新型インフ

ルエンザが発生したらしい。/ (c) 昨日県

内で新型インフルエンザが発生した可

能性が高い。（推量） 
(3) 県内で新型インフルエンザが発生した

場合、どう対応するべきか。（仮定） 
(4) 県内で新型インフルエンザが発生した

ということはない。/(b) 県内で新型イン

フルエンザが発生したというのは誤報
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だった。（否定） 
 
 
 研究開始当初は、上のような情報の確実性

判断に関する自然言語処理分野の研究はまだ

少なく、特に日本語についてはまだほとんど

着手されていない状況であった。しかし、英

語の医学・生物学テキストにおいては、推測

や意見を事実の記述から区別する hedge 
classificationの研究成果が徐々に増え始めて

いた。これらの研究の動機の多くは、それま

でのキーワード・専門用語の認識による情報

抽出では捉えきれない情報の確実性・信憑性

に関する判断が自動的にできるようになれば、

不要な情報を取り除いてより効率的な情報の

獲得が可能になり、確実性判断に関わる人的

コストを減らせるという点にあった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、そのような「確実性を自動的
に認識するシステム」構築の基盤として、日
本語のテキストに対し「確実性判断に関わる
意味的文脈」をアノテーションしたコーパス
を構築することを目的とした。具体的には、
以下の成果物を得ることを計画した。 
 
(1) 確実性判断に関わる言語表現（様相・条

件・否定表現）のリストと、その統語的・
意味的特性に関する理論的な記述 

(2) アノテーション仕様 
(3) アノテーション済みコーパス（日本語の

ニュース記事を対象） 
 
(1)と(2)については、日本語だけでなく、日本
語といくぶん似た特性を持つと思われる韓
国語の表現にも対象を広げることを計画し
た。 
 アノテーションスキーマおよびアノテー
ション済みコーパスの構築を計画するにあ
たっては、理論言語学における様相表現、否
定表現・条件表現に関する研究の成果を応用
するという点に重きを置いた。理論言語学の
知見を用いることにより、テキストのスタイ
ルや分野の違いに依存しない、より一般的に
応用可能なシステムが得られると考えたた
めである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、1) 様相表現、否定表現、条件
表現の振る舞いについての理論的研究と、2) 
それに基づく実テキストに対するアノテー
ション実験を、ほぼ並行しながら行った。こ
れにより、双方に対するフィードバックを得
て、理論とアノテーション仕様の両方を洗練

させていく効果を狙った。 
 
４．研究成果 
 
 20 年度から 21 年度前半は、仮のアノテー
ションスキーマの設計とそれに基づくアノ
テーション実験を繰り返し、問題を解決しな
がらスキーマを洗練させた。特に 20 年度は、
理論と応用の両面からの考察、および英語に
おける先行研究の調査に基づき、アノテーシ
ョンすべき表現を決定し、これらの表現の特
性、特に表現のスコープの広さや表現間の埋
め込みにおける意味の変化など、アノテー 
ション仕様に含めるべき項目を列挙した。ま
た、「確実性」という概念の定義など、アノ
テーションに関わる基本的事項の整備に重
点を置き、アノテーションスキーマの第一版
を作成した。21 年度はさらに、「確実性に
関わる文脈」を作り出す表現についての
統語的・意味的記述を詳細化し、最終版
に近いスキーマ第二版を構築した。この
バージョンでは、様相表現、特にその一
種である認識的推量表現の、言語学的テ
ストに基づいた下位分類と、その成果を
一部利用した条件表現の下位分類を追
加した。また上記の理論的成果に基づき、
アノテーション対象の命題を分類する
オントロジーも新たに作成・追加してい
る。 

 22年度は、前年度に改訂した「言語情報の

確実性に影響する表現およびそのスコープの

ためのアノテーションガイドライン」に基づ

き、アノテーション済みコーパスを構築した

。同コーパスは、日本語のニュース記事に対

し、340種類以上の様相表現、13種類の否定

表現、48種類の条件表現とそのスコープをア

ノテーションしている。また、アノテーショ

ン対象テキストの一部は、国立国語研究所の

現代日本語書き言葉均衡コーパスのコアデー

タ（新聞記事）である。アノテーションガイ

ドライン（バージョン2.4、平成23年3月時点

での最新版）は、お茶の水女子大学情報科学

科のテクニカルレポートとしてWeb上で公開

している。 
 韓国語への応用については、21年度に構築

した日本語の表現分類の基準に基づき、韓国

語の様相表現の分類を行った。その成果を表

した論文は学術誌に採択され、23年12月に掲

載される予定である。 
 当プロジェクトの概要・成果については、
人工知能学会および言語処理学会で発表を
行った。言語処理学会では、研究代表者（川
添）がテーマセッション「複合辞とモダリテ
ィ：理論から応用まで」の共同提案者となり、
モダリティに関わる表現および認識手法に
関心のある研究者とのディスカッションを



行った。また今年度は、話者の態度、信頼性、
確実性のアノテーションに関して当プロジ
ェクトと異なるアプローチを採用している
研究者グループと連携し、定期的に意見交換
をする場を設け、今後の研究協力の可能性を
探った。 
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